
 

令和６年度岡山県保健師助産師看護師 
実習指導者講習会受講案内 

 

 １ 目的 

       看護教育の充実向上のため、看護教育における実習の意義及び実習指導者と 

   しての役割を理解し、効果的な実習指導ができるように、必要な知識・技術を 

      修得させる。 

  ２ 主催 

      岡山県 

  ３ 委託実施機関 

    岡山県看護協会 

  ４ 開催期間         

      期間：令和６年７月９日（火）～８月３０日（金） （200.5 時間） 

        時間：９：３０～１２：３０、１３：１５～１６：１５ 

     継続研修：令和７年２月４日（火）９：３０～１６：１５ 

 ５ 開催方法 

    e ラーニング及び集合 ※教育の基盤４科目は e ラーニングにより受講する。 

  ６ 開催場所         

     集合：岡山県看護研修センター（岡山市北区兵団４番３９号） 

       ただし、e ラーニング・演習期間中は、この限りでない。 

    e ラーニング：所属施設や自宅等インターネットに接続できるパソコン機器類、 

通信回線などの環境を整備（１６ その他参照）し、別途定める

期間内に各自で受講する。 

なお、岡山県看護研修センターに来館して受講を希望する場合 

は、受講決定後、岡山県看護研修センターへ事前に申請すること。 

 ７ 受講資格          

      次の各号に該当するものとする。          

    （１）保健師、助産師、看護師の資格を有し、保健師、助産師、看護師とし 

      て５年以上業務に従事した者 

    （２）県内の看護師等学校養成所の実習施設等で実習指導者の任にある者、 

      将来実習指導者となる者又は県内の看護師等養成所で実習指導の任にあ 

      る者 

    （３）全日程の出席が可能な者 

 ８ 受講定員     

     ５０人  

 ９ 受講申込み及び提出書類 

        受講を希望する者は、次の書類を添えて提出するものとする。          

     （１）受講申請書   （第１号様式） 

    （２）調査票    （第２号様式） 

     （３）所属長の推薦書（第３号様式） 

    （４）受講動機   （第４号様式） 



１０ 申込み受付期間 

        令和６年５月１３日（月）～５月２４日（金）（必着） 

１１ 提出先 

    〒700-8570 岡山市北区内山下 2－4－6 

    岡山県保健医療部医療推進課 医師・看護人材確保対策班  

１２ 選考方法 

        提出書類等により、岡山県が決定する。 

１３ 講習会カリキュラム 

        国の「保健師助産師看護師実習指導者講習会実施要綱」に準じ、別紙のとおり

とする。 

１４ 修了証書の交付 

       原則として、全科目、全時間の履修をもって修了と認め、修了者には県知事 

   名の修了証を交付する。なお、e ラーニング科目については、指定する期日まで 

   に受講を終了し、確認テスト、単位認定テストを実施し合格しておくこと。 

１５ 受講料 

        １人  ３５，０００円 （e ラーニング受講料を含む。） 

        なお、受講者の宿泊費、交通費、テキスト費等は、受講者の負担とする。 

１６ 災害補償 

    岡山県及び岡山県看護協会は、講習中に受講者が被った災害等について、補 

   償、賠償その他の名目のいかんを問わず、その責任を負わないものとする。  

１７ その他 

（１） 本講習会は一部の科目に e ラーニングを活用することから、e ラーニングを

受講するために必要な推奨環境（インターネット環境も含む）※を整備し、

メールアドレスがあるパソコンを１人１台準備すること。 

 

  ※パソコン等推奨環境（タブレット端末やスマートフォンは推奨環境外） 

 

OS Windows10,11、macOS10.15 以上 

 

ブラウザ Microsoft Edge、Google Chrome, Safari

最新版 

ソフトウェア 

（プラグイン） 

Adobe Acrobat Reader 最新版 

    

  （２）演習では、Word、PowerPoint（Microsoft 社 Office が望ましい）のアプリケー

ションが使用できて、Wi-Fi でインターネットに接続できるノート型パソコン

を持参できることが望ましい。 

 

（３）本年度に未修了となった場合に、次年度に補講の受講を希望する場合、別途

費用を徴収することがある。 

 


